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何よりも 危ふ きものと かねて 見し 小舟の 

中に みづ から を 置く (晶子) 

ひょうぶ きょう 

兵 部 卿 の宫は 美しい 人 を ほのかに 御覧に なった あ 

の 秋の 夕べ のこと を どうしてもお 忘れになる ことが で 

きなかった。 たいした 貴族の 娘で はない らしかった が 

えんぜん びぼう 

婉嬋 とした 美貌の 人で あつたと、 好色な 方で あつたか 

ら、 それき り 消える ようにい なくなって しまった こと 

おぼしめ 

を 残念で たまらぬ ように 思 召して は、 夫人に 対しても、 

「何でもな い 恋の 遊戯 をしょう とする くら いのこと に 



られる こと も 少なくない のであった。 世の 信望 を 得て 

いる こと も 多くて、 官位の 昇進の 目 ざまし い 薫で あつ 

たから、 宮が あまりに も 真心の ない 態度 をお 見せに 

なつたり する 時には、 不運な 自分で ある、 姉 君の 心に 

はんもん 

きめた ままに はなって いないで、 陰で 多くの 煩悶 をせ 

ねばならぬ 妻に なって いると、 こんな こと も 思われた _ 

けれども 逢つ て 話な ど をす る こと はもう あまりで きな 

いように なって いた。 宇治 時代と 今と は あまりに も 年 

じょ ラぎ 

月が 隔たり 過ぎ、 どんな 情誼 を 結んで いる 二人で ある 

とも 知らぬ 人 は、 身分の ない 人た ちの 間で は 世話に 

なった、 世話 をした というく らいの ことで いつまでも 



「宇治から 大輔 さんの 所に 差し上げ たいと 言 つてまい 

リ ました 使いが、 うろうろと している の を 見た もので 

すから、 いつもの ように 大輔 さんが また 奥様へ お 目に 

かける お 手紙 だろうと 思いまして、 私、 受け取つ てま 

いりました」 

せかせかと 早口で 申した。 

「この 籠 は 金の 萡で 塗った 籠で ございま すね、 松 も ほ 

ん とうの ものら しくで きた 枝です わ」 

うれしそうな 顔で 言う の を 御覧に な つ て、 宮 もお 笑 

いに なり、 

「では 私 もどん なによ くで きて いるか を 昆 よう - 



と 人が 言った 時に、 深い 恋をした 人の 面影の 残る 山荘 

だからと いっても、 ああした 所に 宿泊まで する のかと 

思った の は、 こうした 新しい 情人 を 隠して いたた めな 

ので あろうと、 思い合わされる こと もお ありに なって 

学問の ほうの 用で 自邸で もお 使いになる 大内 記が、 薫 

の 家の人に よるべの ある こと をお 思い出し になり、 居 

いんふ たぎ 

間へ お呼びに なった。 韻 塞 をされ る はずに なって い 

たから、 詩集の しかるべ きもの を 選んで ここの 棚へ 積 

ん でお くこと など をお 命じに なった あとで、 

「右 大将が 宇治へ 行かれる こと は 今でも 同じ かね。 寺 

を りっぱに 作った そうだね。 一 S 見たい もの だ」 



せずに 入り用な 物品 を 山荘へ 送らせて おいでになり ま 

す。 どんな 幸運の 人が、 しかしながら 心細い 山荘 住ま 

い を させられて おいでになる のだろう と、 この 話 を 十 

一 一 月に 聞いた と 私に 話した 者 は 言いまして ございま 

す」 

と 大内記 は 言った。 すべてが これで 明らかになった 

と宫 はお 喜びに なった。 

「どういう 人と 言って いなか つ たかね、 あの 山荘に も 

とから いる 尼の めんどう を 大将 は 見て やつ ている と 聞 

いたが、 その まちがいではないだろう ね」 

「ny さん は廊の 座敷に did んで おります。 その 方 は 今度 



じちく 

, J と は 容易 では ございません でしよ うが 、 殿様 は 除 目 

にお 携わりに なった あとで、 来月の 初めに は 必ずお い 

でに なりましょうと、 昨日の 使い も 申して おりました- 

お 手紙に は ど う 書 いていら つし つたので ございます 

か」 

と 言って いたが、 姫君 は 返辞 もせず 物 思わし いふう 

をして いる。 

「おいでに なります 時に わざとお はずしに なった よう 

になり ましても よろしく ございません」 

と、 また 言う と、 それと 向き合つ ている 女が、 

「そう 申し上げて お置きに なりませんで はいけ ません 



な 非難 をしても かまわぬ 気になつ ている。 どうしても 

別れて 帰れない の だ。 少しで も 自重 心が 残って いれば 

自分の ような 身分の 者が、 これ はでき る ことと 思う か _ 

どこかへ 行く 迎えの 車が 来た 時には 急に 謹慎 日に なつ 

たと でも 言えば いいで はない か。 秘密 はだれ のために 

まち 

も 護らなければ ならない と 考えて くれ。 それよ リ ほか 

のこと は 皆 自分に できな いこと なの だよ」 

こうお 言いに なり。 この 相手から 覚えさせられる 愛 

着の 強さ を みずからお 悟りになる 宮は、 非難 も 正義 も 

皆お 忘れに なった。 

右近が お帰り を 促して いる 人ら の ほうへ 出て 行き、 



あいきょう 

では 美しい 口ぶりで 愛嬌の ある 返辞な どもして、 愛 

かれん 

を 受け入れた ふうの 見える の を宫は 限りなく 可憐に お 

思いに なった。 

九 時 > J ろ に 石山 行き の 迎えの 人た ちが 山荘へ 着いた。 

車 を 二 台 持って来た のであって、 例の 東国の 荒武者が、 

しもべ 

七、 八 人、 多くの 僕 を 従えて いた。 下品な 様子で が や 

が やと 話しながら 門 を はいって 来たの を、 女房ら は片 

腹痛が リ、 見えぬ 所へ はい つ ている ように 言って やり 

などして いた。 右近 はどう すれば いいこと であろう、 

殿様が 来て おいでに なると 言っても、 あれほどの 大官 

が 京から 離れて いる こと はだれ の 耳に も はいつ ている 



ことであろう からと 思い、 他の 女房と 相談す る こと も 

せず 手紙 を 常 陸 夫人 へ 書く ので あつ た。 

けが まい 

昨夜から ぉ穢れ のこと が 起こりまして、 ぉ詣 りが お 

おぼしめ 

できに なれ なくなりました ことで 残念に 思 召す ので 

ございま したが、 その上 昨晚は 悪い お 夢 を 御覧に な 

リ ましたそう ですから、 せめて 今日 一 日 を 謹慎 日に 

なさ いませと 申し あげました のでお 引きこもりに 

なって おられます。 返す返すお 詣 りの やまり ました 

こと を 私 ども も 残り惜しく 思って おります。 何 かの 

暗示で y 」 れ は ある い は 実行 あそばさな い ほうがよ い 

のかと も存 せられます。 



言っても 二 条の院 の 女王に は 劣って いるので ある。 ま 

して 派手な 盛りの 花の ような 六条の 夫人に 比べて よい 

ほどの 容貌で はない が、 たぐい もない 熱情で 愛して お 

いでに なるお 心から、 まだ 過去に も 現在に も 見た こと 

のない ような 美人で あると 宮は思 召した。 姫君 はまた 

せいそ ふうさい おっと 

清楚な 風采の 大将 を 良人に して、 これ 以上の 美男 はこ 

の 世に ないで あろうと 信じて いたのが、 どこも どこも 

きれいで おありになる 宮は、 その 人に まさった 美貌の 

方で あると 思うよう にな つ た。 

すず リ t た 

硯 を 引き寄せて 宫は 紙へ 無駄 書き を いろいろと あ 

じ よ うず か 

そばし、 上手な 絵な ど を 描いて お見せに なったり する 



さいましたら、 もったいない 方で いらっしゃる のです 

もの、 どうにか いい 取り計らいよう も ありまし たのに、 

御 思案の 足らない 御行 動で) J ざいました わね」 

右近 は 礼儀と しての 好意 を 表して 言った。 そして 居 

間の ほうへ 行き、 聞いた とお リを宮 へ 申し上げた。 中 

宫の御 心配 あそばされる こと、 左大臣の 言葉 も 道理に 

お思われ になり、 姫君へ、 

「私 は 窮屈 そのものの ような 身の上が わびしく てなら 

ない。 軽い 殿上 役人 級の 地位に しばらく 置いて ほしい。 

これから どう すれば い いのでしょう。 このうる さいこ 

と を はばか つ て 出て 来ないで おられる 私と は 思われな 



いか。 あれほど 可憐な 人に 寂しい 山荘 住まい を させ、 

日々 待ち暮らさせて いるよう な こと もこの 人に はでき 

るので あるな どと 宫は お思いに なり、 平生は そんな 話 

ひょうぼう 

でない 時に さえ、 まじめ 男で ある こと を 薫 は 標榜し 

ている が、 こんな ことがある ではない かな どと 微細な 

ことまで も あげてお 責めになる 宫で おありに な つ たか 

ら、 宇治の 人 を 発見され た 以上 は、 どんなに それでお 

じょうだん 

からかいになる かもしれ ない のに、 今日は 冗談 も 口 

へお 出しになる ことはなくて、 苦しい 御 様子が 見える 

ため、 

「困った ことで) y ざ いますね。 たいしてお 悪い ので は 



、> たで 

に 深い 傷 手 を 心に 受ける h とであろう などと 煩悶 をし 

ている 様子 も、 薫の 目に はしば らくの うちにめ ざまし 

く 心の 成長した 跡と 見える。 つれづれな 山荘の 生活 を 

していれば、 ありと あらゆる 物思い は 皆 覚える はずで 

あるから とかわい そうで あるた め、 平生よりも 熱心に 

語り 慰める のであった。 

「新築 させて いる 家が どうやら 形に はなり ましたよ。 

この間 見に 行った のです が、 ここより は 水の ある 場所 

に 近くて、 桜な ども 相当に あります。 三 条の宮 とも 距 

離 は 遠くない のです。 そこへ 来れば 毎日で も 逢えない 

こと はない のです から、 この 春のう ちに 都合 さえよ け 



と 女 は 言う。 

今まで 来て 逢って いた 時よりも 別れて 行く のが つら 

く、 少しの 時間で も 多く そばに いたい 気の する 薫で 

あつたが、 世間 はいろ いろな 批評 をしたがる もので あ 

るから、 今まで 事 もな く 隠す ことので きた 愛人との 間 

のこと が、 今にな つて 暴露す る ことにな つて はまず い 

よい 時節に 公表 もで きる の を 待とうと 思い 夜明けに 

帚 つ た。 

感情の 豊かに 備わった 女に なった と 薫 は 宇治の 人の 

こと を 思い、 哀れに 思い出される こと は 以前に 倍した _ 

ひょうぶ きょう 

二月の 十日に 宮中で 詩 会が あって、 兵 部 卿の 宫も 



いたが、 やや 深く 積もった 雪が 星の 光に ほのめい てい 

やみ 

る 夜であって 「春の 夜の 闇 は あやなし 梅の 花色 こそ 見 

か かおる 

えね 香 や はかくる る」 薫 の 身から こんな 気が 放 たれ 

るよう な 時 「衣 かたしき こよ ひも や」 (われ を 待つ らん 

宇治の 橋 姫) と 口ずさんで いるの がしめ やかな 世界へ 

人 を 誘う 力が あった。 宇治の 橋 姫 を 言って いるで はな 

いかと、 さっきから 転寝 をして おいでになった 宮 のお 

心 は 騒いだ。 深く 愛して いない こと はない らしい、 橋 

姫の 一 人 臥の 袖 を 自分 だけの 思い やる ものと していた 

が、 同じ 思い を 運ぶ 人 も あるの かと 身に 沁ん でお 思い 

になった。 わびしい ことで ある、 これほど りっぱな 男 



やり ど ま 

方は宮 のお 座敷に は 遣 戸一 重 隔てた 室で 得意に ふる 

まっていた。 声 を 縮める ようにして かしこまって 話す 

男に、 時 方は宫 への 御 遠慮で 返辞 もよ くす る ことが で 

きず 心で 滑稽の こと だと 思って いた。 

「恐ろしい ような 占い を 出された ので、 京 を 出て 来て 

ここで 謹慎 をして いるの だから、 だれも 来させて はな 

らな いよ」 

と 内 記 は 命じて いた。 

だれも 来ぬ 所で 宫 はお 気楽に 浮 舟と 時 をお 過ごしに 

なった。 この間 大将が 来た 時に もこう した ふうに して 

逢った の であろう とお 思 いに なり、 宮は 恨み) J と をい 



すま い 

の 住居の ほう を 望む と、 霧の 絶え間 絶え間から 木立ち 

の ほうば かりが 見えた。 鏡 を かけた ように きらきらと 

みち 

夕日に 輝いて いる 山 を さして、 昨夜の 苦しい 路 のこと 

を 誇張 も 加えて 宫が 語って おいでになった。 

みぎ は 

峰の 雪 汀 の 氷 踏み分けて 君に ぞ惑ふ 道に まど は 

「木幡 の 里に 馬 は あれ ど」 (かちより ぞ 来る 君 を 思 ひ 

すず リ 

かね) などと、 別荘に 備えられて ある そまつな 硯 など 

をお 出させに なり、 無駄 書き を宫 はして おいでになつ 



た。 

みぎ は こ ほ なかぞら け 

降り 乱れ 汀 に 凍る 雪よりも 中空に てぞ われ は 消 

ぬべき 

とその 上へ 浮 舟 は 書いた。 中空と いう 言葉 は 一 方に 

も 牽引力の ある こと を 言う ので あろうと 宫の お恨みに 

なる の を 聞いて いて、 誤解され やすい こと を 書いた と 

思い、 女 は 恥ずかしくて 破って しまった。 

そうでなくて さえ 美しい 魅力の ある 方が、 より 多く 

女の 心 を 得ようと していろ いろと お 一一 一一 n いになる 一一 一一 n 葉 も 



ながめ やる 遠の 里人い かならん はれぬ ながめに か 

きくら す マ J ろ 

平生 以上に あなたの 恋しく 思われる ころです。 

とも 書かれて あった。 白い 色紙 を 立 文に してあった。 

き や し や 

文字 も 繊細な 美し さはない が 貴人の 書ら しかった。 宫 

のお 手紙 は 内容の 多い もので あつたが、 小さく 結び 文 

にして あって、 どちらに も とりどりの 趣が あるので あ 

る。 

「さきの ほうのお 返事 を、 だれも 見ません うちにお 書 



がら、 ずっと 以前から 愛して いました 女が 一 人 あるの 

まち 

です。 京の 街の 中で もない 遠い 所に 置き 放しに して あ 

ります ために、 物思いば かりいた している ふうな のが 

かわいそうで、 町の 中へ 呼び寄せて やろうと 思います _ 

少年 時代から 私 は 人に 違った 心 を 持って いまして、 宗 

教の ほうへ はいって 一 生 を 送ろうと 覚悟して いたので 

すが、 あなたと 結婚 をして 今では 出家 も 実行で きませ 

ん から、 そうな つてみ ますと だれに も 隠して あった 人 

のこと も 気の毒に なりまして 罪 を 作って いるよう に 思 

われる ものです から」 

と 浮 舟の こと を 言い、 また、 



を 張らせな どす る こと を、 人 もあろう に 内 記の 妻の 親 

である 大蔵の 五位へ 心安い ままに 命じた ので あつたか 

と. S かた 

ら、 時 方から 話 は 皆兵 部 卿の 宫の ほう へ 聞こえて し 

まった。 

「絵師 も 大将の 御 随身の 中に います ものと か、 御 従属 

してお リ ます 人の 中と かからお 選びに なりまして、 さ 

やしき 

すがに 歴 としたお 邸 の 準備 を 宇治の 方の ために させ 

ておいで になります」 

と 申す の をお 聞きに なって、 いっそう 宮は おあせり 

めのと おっと 

になり、 御自身の 乳母が 遠国の 長官の 妻に なって 良人 

の 任地へ 行って しまう その 家が 下 京の ほうに あるの を 



らっしゃる ので) J ざ い ます」 

乳母 はこう 告げた。 

もののけ つ 

「怪しい ことね。 物 怪か何 かが 憑いた のだろう か。 あ 

ま レ h 力 

るい はと 思う こと も ある けれど、 石山 詣リの 時 は穢れ 

で 延びた の だし」 

と言われ ている 時 片腹痛 さで 伏し目に な つ ている 姫 

君 だ つ た。 

あ J- ぁナ 

夜に なって 月が 明るく 出た。 川の 上の 有 明月 夜の こ 

とが また 思い出されて、 とめどなく 涙の 流れ るの もけ 

しからぬ 自分の 心で あると 浮 舟 は 思った。 

母 は 昔の 話な ど をして いて 弁の 尼 も 呼びに やった。 



いろと お 骨 を 折って くださいました あなたの 御 恩が 思 

われます。 宮の 奥様 はもった いない ほどこの 方 を 愛し 

てあげて くださいました のです が、 あちらで はめん ど 

うが 少し 起， J りかけ ましてね、 ごやつ かいに ならせて 

お置きす る こと もで きませんで、 行き どころ のない よ 

うな 孤独の 方に なって おいでにな つたので 私 は 心配し 

ており ましたが ねえ」 

尼 は 笑って、 

「あの 宫様は 騒がしい くらい 御 多情な 方で ね、 利 巧な 

若い 女房 は 御 奉仕が いたしに くいそう です よ。 ほかの 

こと は ご りっぱな 方な のです がね、 そんな ことで 奥様 



が 無礼 だ とお 思いになる ことが ないかと 御 心配が 絶え 

ない などと 大輔の 娘が 話して いました よ」 

ザ J う 言う の を、 女房で すら そ の 遠慮 はする ので ある 

まして 自分 は 夫人の 妹で ないかと 思いながら、 横た 

わった 浮 舟 は 聞いて いた。 

「まあ こわい 話です ね。 大将さん は 内親王 様 を 奥様に 

持って おいでになりましても、 この 方と は 縁の 遠い 奥 

様です もの、 悪く お思われに なっても、 よくても、 そ 

れは どちらで もと もったいない ことです が 思って いま 

す。 二 条の院 の 奥様に 苦労 をお かけ 申す ような こと を 

この 方が なさい ましたら、 私 は どんなに この 方が かわ 



自分が される ようで あれば その 時の 悲しみ は 短時日で 

済まず 永久に 続く ことであろう、 死ぬ ほうがよ いと 考 

えてみ ると、 その ほうに は 故障が あると は 思えず 快く 

決行ので きる 気になる ものの また 悲しく はあった。 母 

の 愛情から 出る 言葉 を 寝た ようにして 聞きな が ら 浮 舟 

は 思い乱れ ていた。 いたまし いふうに 痩せて しまった 

とラ 

こと を 乳母に も 言い、 適当な 祈禱を させて ほしいと 言 

+6 ら 、-, 

い、 祭 や 祓 などの ことにつ いても 命じる ところが あつ 

みたらし みそぎ 

た。 「恋せ じと 御手洗 川に せし 禊 神 は 受けず もな リに 

けらし な」 そんな 禊 もさせたい 人で あるの を 知らない 

人た ちがいろ いろに 言って 騒いで いるので ある。 



い 浮 舟 は、 もうこれ かぎり 逢う こと もで きないで 死ぬ 

のかと 悲しんだ。 

「身体の 悪い 間 はお 目に かからな いでいる のが 心細い 

のです から、 私 はしば らくで も 家の ほうへ 行きとう ご 

ざいます」 

別れに くそう に 言う ので あ つ た。 

うち 

「私 もそう させた いの だけれ ど、 家の ほう も 今 は 混雑 

している のです よ。 あなたに 付いている 人た ち も あち 

らへ 移る 用意の 縫い物な ど を 家で はでき ません よ、 狭 

くな つていて ね。 『武 生の 国府に』 (われ はありと 親に 

は 申し たれ) においで になっても、 私 は そっと 行き ま 



なび 

まだ 迷って いるので すか、 「風の 靡き」 (にけ りな 里 

あま た も 

の 海人の 焚く 藻の 煙 心 弱さに) のた よりな さに 以前 

よりもい つ そう ぼんやりと 物思い を 続けて います。 

などと このほう は 長かった。 この 前の 前、 雨の 降つ 

た 日に 山荘で 落ち合った 使いが また この 日出 逢う こと 

しょう 

になって、 大将の 随身 は 式部 少輔の 所でと きどき 見 か 

ける 男が 来て いるのに 不審 を 覚えて、 

「あんた は 何の 用で たびたび ここへ 来る のかね」 

さ 

と Irt ヽ ヒ。 

「自分の 知 つ た 人に 用が ある もんだ から」 

「自分の 知った 人に 艷な 恰好の 手紙な ど を 渡す のかね。 



理由が ありそう だね、 隠して いるの は どんな こと だ」 

ほんとう かみ いずもの ごんの かみ 

「真実 は 守 (時 方 は 出 雲 権 守 でもあった) さんの 手紙 

を 女房へ 渡しに 来る のさ」 

随身 は 想像と 違 つたこ の 答え をい ぶ かしく 思 つ たが 

どちらも 山荘 を 辞して 来た。 随身 は 利 巧者で あつたか 

ら、 つれて 来て いる 小 侍に、 

やしき 

「あの 男の あと を 知らぬ顔で つけて 行け、 どの 邸へ 

はいる かよく 見て 来い」 

と 命じて やった。 さきの 使い は 兵 部 卿の 宫 のお 邸へ 

行き、 式部 少輔に 返事の 手紙 を 渡して いたと 小 侍 は 

帰って来て 報告した。 それほど にして うかがわれ てい 



れて 自邸へ 帰る のであった。 随身が 告げる ことの ぁリ 

そうな ふうで あつたの を 怪しく 思って いたから、 前駆 

たいまつ 

の 人た ちな どが 馬から おりて 炬火に 火 をつ けさせたり 

している 時に、 薫 は 随身 を 近くへ 呼んだ。 

「さっきの 話 は どんな ことか」 

け さ いずも ごんの かみと きかた あそん 

「今朝 宇治に 出 雲 権 守 時 方 朝臣の 所に おります 侍が 来 

ておりまして、 紫の 薄 様に 書いて 桜の 枝に つけられ ま 

した 手紙 を 西の 妻戸から 女房に 渡して いるの を 見 まし 

て ございます。 見つけまして 何かと 聞きた だします と 

申す ことが 作り) J とらし いもので) J ざ いますから、 信 

用 はで きないと 存じまして、 ^侍 を そっとつ けて やり 



ますと、 兵 部 卿の 宫 のお 邸へ まいり、 式部 少輔に その 

返事 を 渡した そうで ございます」 

と 言う。 薫 は 不思議な ことで あると 思い、 

「その 返事 を あちらで は どんな ふうに して 出した か」 

「それ は 見なかった ので ございます。 別の 戸口から 出 

して 渡したら しいので ございます。 下人から 聞きます 

と 赤い 色紙の きれいな もの だ つ たと 申す ことです」 

マ J の 言葉から 思い合わせ ると、 宮の 見て おいでに 

なった 文が それに 相違ない と 薫 は 思った。 そんなに ま 

で 苦心 をして 調べ 出して 来たの は 気の きいた 男で ある 

と 思った が、 人が すでに 集まって 来て いたから それ 以 



自分の 愛人 を 誘惑な ど あそばされて よい わけはな いと 

思う と 不快で ならなかった。 西の 対の 夫人 を 非常に 恋 

しく 思いながら、 ある 線 を 越えて 行かない 自分 はりつ 

ぱ でない か、 しかも 親密に する の は 宮家へ はいって か 

らの 夫人と してで はない、 宮 に対して やましい 思い を 

お持ちす るの がいやで、 恋しい 心 を 抑制して いるの は 

愚かな ことで あつたか も 知れぬ、 ずっと こ の) J ろ宫は 

御 病気の ようで 始終お 見舞いの 人々 に 取り巻かれ てお 

いでに なりながら、 どうして 宇治への お 手紙 は 書かれ 

たのであろう、 また どうしてお 通いになる ことができ 

たのであろう、 遠く はるかな 恋の 道で はない か、 だれ 



なった 時、 自分 は 見る に 忍びない つら さ を 味わう であ 

ろうと 思い、 捨てる 気 は 起こらないで、 どうす るつ も 

りか も 見た く 思い、 家へ 帰った。 薫 は 手紙 を 宇治へ 書 

いた。 

大将 は 例の 随身 を 使いに 選び、 自身で 人の ない 時に 

そば 近くへ 呼んだ。 

「時 方 朝臣 は 今でも 仲 信の 家に 通って いるか」 

「そうで) J ざいます」 

「宇治へ いつも その 使い を やる の だね。 零落 をして い 

た 女 だから 時 方 も 恋をして いた ことがある かもしれ な 

いね」 



いでお 置きな さいよ。 こうな りました の も 皆 宿命と い 

う ものです よ。 ただお 心の中で 少しで も 多く 愛のお 感 

じられ になる 方の 所へ お行きになる ことになさい ませ _ 

ほんとう にあの 御身 分の 方が あんなにまで 思い込んだ 

ふうで いらっしゃつ たのです もの、 お引っ越しの 御用 

意 だと 言つ て 皆が 騒いで います 仕事 を 私 はい つし よに 

する 気 もしない のです よ。 しばらく は 隠れた ままの こ 

とに してお 置きに なりましても、 お 心のお 惹 かれに な 

る 方に 一 生 をお 託し あそばす のがい いと 私 は 思い ま 

す」 

びぼう 

と 宫の御 美貌 を 愛する 心から 片寄 つ た 進言 をす る。 



「ともかくも 時 方が 行って、 侍従 を 呼び出して 都合 を 

つけさせて くれ」 

とお 言いに なり、 内 記 を またお やりに なった。 時 方 

あざむ 

は 才子で あつたから 上手に 宇治 侍 を 欺いて、 侍従 を 

呼び、 話す ことができた。 

「どうしたので しょうか、 大将 様から 仰せが あつたの 

だ と 言 いまして、 宿直す る 人が 出過ぎた y J とば かり を 

言うよう にな リ まして 困ります。 お 姫様が めい つ てば 

かリ いらっしゃ いますの は、 宮様の 思 召しに お報いに 

なること がお できに なりません からかと お気の毒に 拝 

見いた してお ります。 ことに 今夜 は あの人ら が 厳重に 



断わり を 申し上げる ようにして ください」 

と 言って、 誘い出そう とした。 それ は 無理で ある、 

ぜひそう してと 言い合つ て いるう ちに も 夜 もずつ とふ 

けて きた。 

馬上の 宮は 少し 遠くへ 立って おいでにな るので あつ 

いなか- いう ま 

たが、 田舎風な 犬が 集まって 来て 吠え 散らす。 恐ろし 

い 気がして お供の 少ない 軽い お出歩きであった から、 

無法者が 走って 出て 来たなら どう 防いで よい かな どと、 

四、 五 人の 者 は 心配して いた。 

「どうしても 来て くださる ことです よ。 早く、 早く」 

とせき たてて 時 方は诗 従 を つれて 来る ので あつ た。 



木の 枝へ 結びつけて 渡す ようにし ておいた。 乳母が、 

「 何 だ か 胸騒ぎが してなら ない。 奥様 も 悪夢 をた く さ 

ん見 ると 書いて およこし になった の だから、 宿直の 人 

によく 気をつける ように 言いなさい」 

と 言つ ている の を、 今夜 脱出して 川へ 行こうと する 

浮 舟 は 迷惑に 思って 聞いて いた。 

「お 食事の 進みません の はどうした ことでしょう。 お 

湯 漬けで もちよ つ と 召し上が つ て， > J らんに なりません 

ゝ I 

力」 

などと 世話 を やくの を、 利 巧ぶ つても 老人 ふうに 

なって しまった この 女 は、 自分が 死んで しまえば どこ 
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